
 

 

 
      

奈良県消防救急課によると令和元年７月 29日～８月 4日まで熱中症による

搬送は 252件(252人)となっており、昨年度の同時期 160人より増加していま

す。また、今年度の救急搬送者数 502人（累計）のうち 65歳以上の高齢者が

225人（44.9％）となっています。 

熱中症の予防には、扇風機やエアコンの使用は欠かせません。しかし、これ

らの機器で使い方やメンテナンス不足が原因で火災などの事故が発生していま

す。表 1のような異常に気がついたら、直ちに使用をやめ、電源プラグをコン

セントから抜き、メーカーや販売店に相談しましょう。                                 
（表１） 

扇 風 機 エ ア コ ン 
•スイッチを入れても、羽根が回らない 
•羽根が回っても、回転が異常に遅かっ

たり不規則だったりする 
•羽根が回転するときに異常な音や振動

がする 
•モーター部分が異常に熱かったり、焦

げくさいにおいがしたりする 
•羽根にヒビが入っている。ガードが変

形している 
•電源コードが折れ曲がっていたり破損

したりしている 
•使っている時に電源コードに触れる

と、羽根が回ったり回らなかったりと不

安定である 

•電源コードや電源プラグが異常に熱

い 
•電源プラグが変色している 
•焦げくさいにおいがする 
•ブレーカーが頻繁に落ちる 
•異音がする 
•室内機から水漏れがする   
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扇 風 機 や エ ア コ ン を 点 検 し ま し ょ う ！  

～ 事 故 が 発 生 し て い ま す ！ ～  

扇風機やエアコンは、経年劣化による事故が多い製品について標準使用期間
や注意事項の表示が義務付けられた「長期使用製品安全表示制度」の対象品
目です。特に扇風機の火災事故は、製造から 10年以上経っている製品で多
く発生しています。古い扇風機はよく点検して少しでも異常があれば、買い
換えをおすすめします。 

＜表示例＞ 

 

（出典:政府広報オンライン令和元年６月 11日掲載） 


